
フランスで行われた「パリ2024オリンピック」で見事メダルを獲得したレスリングとフェンシングの選手が、8
月16日・19日にそれぞれ市役所を訪問。メダルの獲得を報告しました。会場となった 1階市民ロビーには各日約
500人の市民らが集まり、盛大な拍手で選手を迎えました。

　市内でそれぞれの
競技に励む子どもた
ちによる、花束の贈
呈が行われました。
　フェンシングの選
手に花束を渡した小
学生と高校生は「間
近でオリンピック選手を見られて刺激
になった。インターハイ出場や県大会
出場など、それぞれの目標に向かって
これからも頑張りたいです」と話して
くれました。

市内で各競技に取り組む子ども
たちが、選手に花束を贈呈しま
した

子どもたちから花束を受け取り笑顔を見せるレスリングの櫻井選手子どもたちから花束を受け取り笑顔を見せるレスリングの櫻井選手
（（左左））と元木選手と元木選手

金メダル獲得をたたえる市長金メダル獲得をたたえる市長

パリ五輪メダリストが市
役所を訪問

8月16日　レスリング
　本市にキャンパスを置く育英大学に所属する、櫻井つぐみ選手
と元木咲良選手が、女子フリースタイルでそれぞれ金メダルを獲
得しました。櫻井選手は「小さい頃からの夢の舞台である五輪で
活躍できて幸せです」、元木選手は「皆さんの応援に背中を押され、
勇気を持って試合に臨めました」とコメント。富岡市長は、両選
手の功績をたたえるため「高崎市民栄誉賞」を贈呈することを発
表し、会場は大きな拍手に包まれました。

　市民にメダル獲得を報
告しました

（（左から左から）フェンシングの）フェンシングの敷根選手・永野選手・見延選手敷根選手・永野選手・見延選手

メダリストを一目見ようと、多くの来場者が集まったメダリストを一目見ようと、多くの来場者が集まった

8月19日　フェンシング
　本市に本社を置くネクサス株式会社に所属する、敷根崇裕選手・
永野雄大選手が男子フルーレ団体で金メダルを、見延和靖選手が
男子エペ団体で銀メダルを獲得しました。敷根選手は「次のオリ
ンピックでも、個人・団体それぞれ金メダル獲得を目指して頑張
りたい」、永野選手は「皆さんの応援あっての金メダル。感謝して
います」、見延選手は「高崎は第二のふるさと。皆さんの温かい応
援がいつも心に届いています」とそれぞれ笑顔で話しました。
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生誕 100 年＋

福井良之助
会期 9月21日㈯～11月10日㈰
会場 市美術館（☎027-324-6125）

〈横顔〉1962年

作品をとおして生と死を見つめた福井良之助。戦後の入
り乱れた複雑な感情や、孤独を知る画家ならではの愛

などを描き、未完成の作品を残して62歳の生涯に幕を閉じ
ました。
　本展では、生誕100年から1年を経た画家・福井良之助の
記念展として、代表作から美術館初公開作を含む油彩や孔
版画など117点を展示。愛を込めて生と死をみつめた福井
良之助のまなざしを振り返ります。
　期間中、学芸員によるギャラリートークを行います。
美術館案内
時間 午前10時～午後6時（金曜は午後8時まで、入館は閉館
の30分前まで）　休館日 月曜（祝日は開館し、翌日休館）
観覧料 一般600円、高・大学生＝300円、65歳以上と中学
生以下は無料。10月28日㈪は県民の日のため観覧無料

市美術館企画展

関連事業
関係者と学芸員によるクロストーク「福井良之助～
生と死をみつめて」
日時 10月13日㈰午後1時　会場 南公民館   内容 福井
良之助と交流のあった画廊代表・兒

こじま

嶋俊郎さんによる福
井良之助の生い立ちなどの話　定員 先着50人　費用 無
料　申込 9月10日㈫午前10時から、電話で市美術館へ
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（7）高崎市役所☎ 027-321-1111

市ホームページ 

背景〈絶筆（未完）〉（部分）1986年

背景 鈴木竹柏〈大和の春〉（部分）2004年


